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The observations of polar stratospheric clouds (PSCs) using Fourier-Transform Infrared Spectrometer 
(FTIR), Mie-scattering lidar, and Balloon-borne Optical Particle Counter (OPC) were carried out at 
Ny-Ålesund, Norway (79N, 12E) in three winters of 2008-2010. In the winter of 2009/2010, solid PSCs were 
frequently detected by lidar and OPC. Solid PSCs classified into “Mix 2” were detected by lidar and OPC on 
January 8, 2010. The results of trajectory analysis for the detected PSCs and the comparable analysis with 
measurement of PSCs by CALIPSO lidar suggests that the detected solid PSCs formed over Greenland or the 
east side of Greenland and might be influenced by mountain lee waves over the Greenland. 
 
１．はじめに  







ニーオルスン (79N,12E)において、低分解能フーリエ変換赤外分光 (FTIR)、エアロゾルゾンデ (OPC)、
ライダーを用いた PSCs の観測を 2008～2010 年冬季に実施した。2009 年冬季観測 (2009 年 12 月 29 日
～2010 年 1 月 11 日 )では、ライダーにより頻繁に固体 PSCs を検出した。2010 年 1 月 8 日には、Mix2
に分類できる高い数濃度の固体 PSCs をライダーと OPC により同時に観測した。検出した PSC のトラ





２．観測装置と CALIPSO データ  
 観測に使用した OPC は、光源に半導体レーザー (780nm)を使用した側方散乱型エアロゾルゾンデを
使用した。粒子は、8 段階に分けて (r<0.15, 0.25, 0.4, 0.6, 1.0, 1.5, 2.5, 3.5μm)、計測を行った。  
また、ライダー装置は、光源に YAG レーザーの 1064nm、532nm を利用した。受信は、口径 35cm の
シュミットカセグレン望遠鏡で集光し、532nm の射出したレーザーの偏光面に対して平行成分と垂直
成分、1064nm の成分に分けて測定した。計測は、フォトンカウント法で行った。解析は、Shibata et al., 
(1996)のインバージョン法を用いて、2 波長のエアロゾル後方散乱係数を導出した。  
CALIPSO データについては、Level 1B Ver3.01 の減衰補正なし後方散乱係数から Fernald のインベー
ジョン法 (Fernald, 1984)により 532nm でのエアロゾル後方散乱係数を導出した。  
 
３．結果と考察  
図 1 に、2010 年 1 月 8 日にエアロゾルゾンデで観測した高度 21-22km でのエアロゾルの粒径分布を
示す。エアロゾルゾンデの観測とほぼ同時間帯に実施したライダー観測では、高度 20km から 25km


























































































































































































































age of (a) sc
c depolarizat

































o and (b) 
ained by 
ary 8, 2010.
ジ
ラ
過
)。
、
広
い
の
、
で
ン
分
固
 
